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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　おおきい“おいも厚でしょ！

　南保育所では、10月16日に春に「大きくな

一れ」と思いながら植えつけをしたさつまいも

の収穫を行ないました。思いかなって大きいも

のが沢山とれたようです。

この広報紙は、再生

紙を使っています。



先進的農業生産総合推進対策（大規模籾乾燥施設）、

還山間地域総合振興対策モデル事業（切花・球根貯蔵出．

、1荷施設・七ツ釜フィッシングパーク管理棟）、宮中島温

泉施設整備事業、清津峡歩道トンネル事業等、平成6

年度も様々な事業を行なって住みよい村づくりを進め

ました。

平成6年度一般・特別会計決算

項　　　目 歳　　入 歳　　出 差引額

一　般　会　計 4，858，531千円 4，753，282千円 105，249千円

特
別
会
　
計

国民健康保険 532，161千円 508，336千円 23，825千円

倉俣診療所 53，180千円 51，753千円 1，427千円

歯科診療所 43，508千円 43，126千円 382千円

老人保健 583，883千円 583，625千円 258千円

簡易水道 227，618千円 214，170千円 13，448千円

下　水　道 1，285，544千円 1，256，527千円 29，017千円

一般会計の歳入決算額48億5，853万

1干円、歳出決算額47億5，328万2干円

で差額が1億524万9干円となります。

このうち、平成7年度への繰越事業

分564万2干円を差し引いた9，960万7

干円が実質収支となり平成7年度へ繰

越されました。

歳入（4，858，531干円）

國地放付蹴醐潮
村債884，700干偶

村税　663，230華円

県支出金　652，963午円

国庫支出金　177，798干円

諸収入　467，475干円

繰入金　165，884干円

繰越金　97，387干円

財産収入　63，746干円

その他　205，431干円

歳出（4，753，282干円）

総務費　960，448干円

農林旗産業費　784，価4干潤

生本費殉4，83妊円

商工費　505，鱒◎平円

公債費　424，216干円

教育費　406，649干円

民生費　386，226干円

衛生費　351，804干円

消防費　124，175干円

議会費74，616干円　その他31，311干円

総務費

143，釧3円

議会費

砦

斜，122円 98，857円

入湯税

・
験

・
翁

174円

村たばこ税

慈幽噸
i　l

い
1御

3，462円

軽自動車税

糧，785円

固定資産税

66，384円

村民税

27，052円
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村税の内訳
の13．7％となっており昨年より、1．5％

村税の内訳は固定資産税と村民税で約

のほとんどがこの二つの税で賄われて

す。

入湯税
1，169干円
（0．2％）

固定資産税

445，370干円

（67．4％）

　村税は歳入

伸びておりま

95％を占め、

いることにな

　　　軽自動
　　　11，948
　　　　　（1．i

評
騨
軸
翻

　　　　　　　財産状況

村の財産は次の通りとなっています。

なお、この中には特別会計分は含まれていません。

　たばこ税
23，224干円

　（3．5％）

　　翻
　難蕪

－

土　　　　　地 1，141．763㎡

建　　　　物 38，082㎡

積
　
　
立
　
　
基
　
　
金

財　　政　　調　　整　　基　　金 874，141千円

減　　　　債　　　　基　　　　金 198，6β8モ円

目
的
　
基
　
金

建　　　設　　　基　　　金 385，000千円

ふ　る　さ　と　創生基金 795，800千円

地　域　福’祉　基　金 157．100千円

環　境　整　備　基　金 260，400千円

中山間地ふるさと水と土地保全基金 10，000千円

教育施設整備基金 213，000千円

文化スポーツ奨励金 74．030千円

村　民　研　修　基　金 120，000千円

そ　の　他　定　額　運　用　基　金 295，00◎千円

合　　　　　計 2．897，239モ円

　　　　　　　　　　住みよい村づくりに融資を受けました。

　村では平成6年度に大蔵省から811，300干f円、郵政省178，800干円、新潟県31，500干円、市町村振興会7，600干円、

年金資金53，900干円。公営企業金融公庫272，700干円、新潟中央銀行168，000干円の合計1，503，800干円の融資（地

方債）を受け、住みよい村づくりのため次の事業を行いました。

一　　　般　　　会　　　計
事　　業　　名 融資額 借　入　先 事　　業　　名 融資額 借　入　先

広域農道整備負担金（繰越分）

県営ほ場整備負担金（繰越分）

県営ため池等整備負担金（繰越分）

村道干溝市之越線改良（繰越分）

重地急傾斜地崩壊防止対策負担金

県営ほ場整備負担金
県　営　か　ん　排　負　担　金

清津峡小学校プール
林　道　西　方　線　開　設

県道改良下山地区負担金
情報ネットワークシステム負担金

宮中島温泉施設整備
宮中島温泉施設整備
村　道　清　田　山　線　改　良

18，400

3，700

13，300

27，500

1，400

11，000

4，900

16，900

7，600

4，400

5，900

157，700

31，500

37，300

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

，大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

市町村振興協会

新潟中央銀行
新潟中央銀行
新潟中央銀行
新　　潟　　県

公営企業金融公庫

村道高道山家の脇線改良

村道宮中上向線改良
県　道　田　代　地　区　改　良

林道角間土倉線開設
七ッ釜フィッシングパーク管理棟

広域基幹林道開設負担金
清津峡渓谷歩道トンネル掘削

広域農道整備負担金
林道小沢東山線舗装
重地大池観察交流広場
切花球根貯蔵出荷施設補助金

大型籾乾燥施設補助金
村道干溝市之越線改良
減　　税　　補　　て　　ん　　債

23，000

24，000

2，200

6，600

11，100

1，600

264，600

41，000

10，000

20，800

9，000

80，000

18，000

31，300

公営企業金融公庫

公営企業金融公庫

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

大　　蔵　　省

郵　　政　　省

郵　　政　　省

郵　　政　　省

郵　　政　　省

郵　　政　　省

郵　　政　　省

大　　蔵　　省

低簡易戸水　道特別会計
中央地区統合整備事業 28，800年 金　資　金　中央地区配水管布施替 25，100　年　金　資　金

下　氷　道　特　別　会　計
特定環境保全公共下水道（繰越分）

特定環境保全公共下水道（繰越分）

90，100

49，200

大　　蔵　　省　特別環境保全公共下水道
公営企業金融公庫　特定環境保全公共下水道

306，700

119，200

大　　蔵　　省
公営企業金融公庫

民生費

57，568円

衛生費

46，232円

麟鰍産業費

耀総，88可円

商垂費

75，294円

韮本費
　、⑪、

　1釧騨曝鰯

耀05，058円

消防費

講8，509円

教鳶費

燈o，斜2円

公債養

63，2翻周

竈の弛

雛，6簾周灘⑧窪，28灘腰ヨ
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き
萎

　　　　　　　　　　　烈

籍
羅

灘

す
ば
ら
し
い
作
晶
が

展
示
さ
れ
た
芸
術
祭

　
n
月
3
田
か
ら
5
日
ま
で
総
合
セ

ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
－
第
十

八
回
芸
術
祭
ピ
が
開
催
さ
れ
ま
し
だ
．

　
会
場
に
は
、
書
道
、
写
真
、
生
花
、

手
工
芸
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
作
晶
が

展
示
さ
れ
鑑
賞
に
訪
れ
た
人
た
ち
を

う
な
ず
か
せ
て
恥
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
に
よ
る
菊
・
盆
栽
展
や
「
土
は
生

き
物
焼
き
物
に
挑
戦
」
と
い
っ
た

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
り
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
裏
千
家
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
茶
会
も
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
焼
き
物
や
花
、
手
工

芸
な
ど
の
販
売
コ
藩
ナ
毒
も
設
け
ら

れ
盛
り
沢
山
の
芸
術
祭
会
場
は
開
催

期
間
中
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

叢

　　　　　　　　　　　　　　なゑぱみぬポ　
　　　・　嚢灘嚢癖溌．鴨顧霧

灘覇灘騰灘
竃灘灘き、．　
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臼
頃
の
練
習
成
果
を
発
衷
し
た
、
耀
芸
能
祭
躍

　
n
月
3
日
、
ユ
ー
モ
ー
ル
で
は
コ
第
十
六
回
芸
能
祭
墜

溺
約
至
百
太
の
観
客
瀞
集
ま
り
、
唄
や
踊
の
な
ど
に
酔

嚇
し
れ
て
恥
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
、
午
前
憩
時
か
ら
行
な
わ
れ
た
芸
能
祭
は
、

唄
や
踊
璽
な
ど
四
干
五
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
、

集
蓑
っ
た
観
客
か
ら
あ
た
た
か
い
拍
手
鱒
贈
壌
れ
て
騰

ま
し
だ
。

　
中
で
も
特
別
出
演
と
し
て
溝
津
峡
小
学
校
児
童
に
よ

る
『
溝
津
峡
樽
ば
や
し
」
、
高
道
出
小
掌
校
児
堂
の
笥
詩

吟
」
に
は
一
段
と
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
唄
保
存
会
に
よ
る
「
の
ら
三
階

節
、
甚
旬
、
コ
9
ヤ
渉
踊
9
」
は
ス
テ
ー
ジ
を
盆
踊
り

会
場
に
セ
ッ
欝
変
え
し
、
昔
な
つ
か
し
膵
盆
踊
り
を
芸

能
協
会
の
皆
さ
ん
と
心
緒
に
再
現
し
音
頭
と
り
と
踊
り

手
さ
ん
の
気
の
合
っ
た
葱
こ
ろ
を
魅
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

邑
れ
に
は
観
客
の
皆
さ
ん
も
㎝
緒
に
な
っ
て
合
い
の
手

を
入
れ
る
な
ど
観
客
と
出
演
者
溺
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
が
っ
て
輪
逮
し
だ
。

・
難
繊

　
　
　
　

灘難蘇

懸

き．
難

　融
麟

．
　
峯

平成7年11目10Eヨ広 報・「なカ㌧さと5



灘
撒匿

乱β

〃1，

健
康
福
祉
つ
ヱ
ア
95
行
な
わ
れ
3
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

》
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
い
い
汗
を
…

　
1
0
月
1
5
日
㈲
、
ユ
ー
モ
ー
ル
に
お

い
て
「
中
里
村
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
9
5
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
山
本
村
長
が

み
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
た
後
浅
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
、
む
し
歯
の
な
い
子
、

献
血
功
労
者
、
国
保
健
康
家
庭
、
社

会
福
祉
功
労
者
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状

が
、
ま
た
、
生
活
改
善
推
進
委
員
の

皆
さ
ん
に
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
来
賓
の
方
々
よ

り
祝
辞
を
頂
戴
し
式
典
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
の
後
は
、
体
を

動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
関
口
先
生
の
指
導
で
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
が
行
な
わ
れ
、
参
加
し
た

み
な
さ
ん
も
体
を
動
か
し
て
い
い
汗

を
か
い
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
昭
和
1
9
年
1
2
月
か
ら

30

年
間
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
パ
ン
グ
島

で
任
務
を
遂
行
し
、
昭
和
4
9
年
3
月

に
日
本
に
帰
還
し
た
小
野
田
寛
郎
先

生
を
迎
え
「
生
き
る
」
1
極
限
で
私

を
支
え
た
も
の
ー
の
講
演
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
各
種
の
催

し
も
の
コ
ー
ナ
ー
「
骨
密
度
検
診
」

「
国
民
年
金
相
談
」
や
「
試
食
コ
ー

ナ
ー
」
、
「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
、
「
福
祉

機
器
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
等
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
最
近
話
題

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
ょ
う

と
な
っ
て
い
る
骨
粗
霧
症
に
皆
さ
ん

が
感
心
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
骨
の

密
度
を
測
る
骨
密
度
検
診
コ
ー
ナ
ー

は
、
受
付
に
多
く
の
検
診
希
望
者
が

並
ん
で
い
ま
し
た
。

ぐ
骨
の
密
度
を
計
る

　
　
　
　
　
骨
密
度
検
診
コ
ー
ナ
ー

駿
、
、
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表彰されたみなさん！おめでとうございます

☆
あ
し
歯
の
な
い
子

・
3
歳
児

集
　
　
落

　倉干　上干芋　如本東干小上小
〃　　　〃　　　　〃来屋，田

　俣溝　山溝川　寺敷尻溝原山原

新
屋
敷

宮
　
　
中

氏

名

池阿高高樋富江廣根高井中太廣井吉鈴
　　　　　　　　　　之　　　　之
田部橋野熊井口田津野川村島田川楽木

優綾美直竜大佑大嵩拓泰賀

輔匡彩晃実濡里也生祐佳地渡司香

美
津
紀

大
　
地

・
5
歳
児

☆
国
保
健
康
家
庭
表
彰

集
　
　
落

氏
　
　
　
名

田
　
　
中

広
　
田
　
潤
一
郎

白
羽
毛

高
　
野
　
光
　
治
・

芋
川
新
田

大
　
島
　
正
　
男

重
　
　
地

鈴
　
木
　
軍
　
平

堀
之
内

徳
　
井
　
祥
　
市

宮
　
　
中

吉
　
楽
　
辰
　
二

●　　　●☆
圏鱒集鰹
　屋山落　功
　　　　　労
　清斎　　者
　　　氏　表
　瀧藤　　彰

吉滝井関
　　之
楽沢川
　　　敏

　　　　☆
　通集　食
桂り　　生
　山落　活
　　　　改
　　　　益村樋　　 。
　　氏　推
山口　　進
　　　感書
シキ　　貝　　名謝
ンク
　　　状

ハツスルノハツスルノ老人スボーツ大会

　
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
の
共
催
事
業
と

し
て
行
な
わ
れ
た
「
第
5
回
老
人
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
1
0
月
1
5
日
村
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
お
年
寄
り
は
空
き
缶

転
が
し
等
の
8
種
目
の
競
技
を
行
な

っ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
デ
カ
パ
ン

競
争
の
競
技
に
は
、
村
長
、
議
長
も

加
わ
り
楽
し
く
競
技
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
広
い
体
育
館
の
中
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
、
走
っ
た
り
飛
ん
だ
り
し
て
い

る
姿
は
、
「
ま
だ
ま
だ
若
い
も
ん
に
は

負
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
が
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平成7年11月10日広報なかさと7



各種スポーツ大会でいい汗流しました〃
　スポーツの秋の名にふさわしい、村内の各種スポーツ大会が9月25日の卓球大会を皮切りに行われました。卓

球大会が9月25日、27日、29日の3日間によって行われました。また、10月8日には村民テニス大会、10月10日

の体育の日には村民マラソンジョギング大会と村民剣道大会、10月14日は中里村野球連盟会長杯が行われ、参加

選手は上位入賞を果たそうと一生懸命がんばりました。各種大会の結果は次のとおりとなりました。

◆村民卓球大会（田沢小学校体育館）

第1位 井ノ川　良　信

第2位 吉　楽　　　勉

第3位 阿　部　たま子

◆村民テニス大会（清田山自然運動公園）

・男子の部　　　　　　　　　　　・女子の部

第1位 馬　場　　　勝

第2位 保坂恭　久
第3位 広　田　芳　彦

◆村民剣道大会（田沢小学校体育館）

・小学生の部　　　　　　　　　　・中学生男子の部

第1位 柳　　　佳　祐

第2位 関　　　幸　恵

第3位 太　島　有紀子

第1位 服部　大輔
第2位 樋　口　勇　気

第3位 村　山　達章

第1位 春　日　裕子

第2位 広　田　芳　美

第3位 保　坂　久美子

・中学生女子の部

第運位 村　山・美　幸

第2位 村　山　千　春

第3位 広　田　加代子

・最優秀賞　村　山　美　幸

◆村民マラソンジョギング大会（中里中学校）

・男子の部

種　　　目 第　1　位 第　懇　位 第　3　位
小学1年生（2km） 広　田　勇　司（8分08秒） 根　津　俊　一（8分33秒） 樋　口　大　介（8分35秒）

小学2年生（2km） 斎　喜　哲　也（7分03秒） 鈴　木　直　人（7分24秒） 樋　口　　　学（7分31秒）

小学3年生（3km） 吉　楽　和　也（14分23秒） 江　口　弘　展（14分43秒） 樋　口　　　薫（8分35秒）

小学4年生（3㎞） 鈴　木裕　希（12分49秒） 大　口　直也（13分17秒） 桑　原　雄　樹（13分23秒）

小学6年生（4km） 樋　口　二　生（17分43秒） 滝　沢　翔　太（18分39秒） 山　本　拓　実（19分04秒）

一般男子（3km） 山　田　一　男（14分44秒） 佐　藤　智　範（15分05秒） ※1年生第1位の広田勇司くん
は、保育所の園児です。一般男子（5km） 富　井　　　誠（19分39秒） 太　嶋　活　行（20分49秒）

・女子の部

種　　　目 第　1　位 第　2　位 第　3　位
小学1年生（2km） 桑　原　萌　美（9分11秒） 山　本　有貴（10分18秒） 桐　生　彩　花（10分20秒）

小学2年生（2km） 樋　口　優　里（7分27秒） 古　高　慶　子（7分30秒） 村　山　美　紀（7分39秒）

小学3年生（2km） 服　部　由里子（7分31秒） 島　田　智　代（7分31秒） 井　口　久美子（8分58秒）

小学4年生（2km） 広　田　さやか（8分54秒） 藤ノ木　　　南（9分35秒）

小学5年生（3km） 山　田　詩　織（15分20秒） 井之川　　　望（15分58秒） 藤ノ木　良　美（16分32秒）

　　　　3小学6年生（3km） 樋　口　亜　美（15分22秒） 斎　喜　真紗美（15分28秒） 桑　原瀬里名（15分29秒）

一般女子（2km） 広　田　文　伊（7分13秒） 井ノ川　美津恵（7分59秒） 鈴　木　道　子（9分25秒）

◆リレーマラソンの部一般男子（2km×3人）

第1位 斎藤　　剛・富井　　誠・山田　　豪（16分53秒）

第2位 鈴木　　聡・高井雅史・山本　　忠（17分26秒）

第3位 岡村大輝・浅井貞夫・関沢　　学（17分41秒）

第4位 南雲　　大・山田康太・徳永俊之（17分44秒）

第5位 岡村勇樹・山本純一・阿部圭介（19分07秒）

灘’

◆リレーマラソンの部一般女子（2km×3人）

第1位 広田加代子・鈴木　　梓・滝沢あす香（19分37秒）

第2位 滝沢きよみ・上原律子・上原雅代（19分37秒）

第3位 山田綾子・村山美幸・樋口まなみ（19分40秒）

第4位 富井純子・富井智子・山田綾香（22分49秒）

◆中里村野球連盟会長杯

第1位 田沢ジャニーズ

第2位 倉俣ファイターズ

第3位 高道山フェニックス

第4位 貝野イーグルス

・個人賞

莚
蹴 難醐轍難燦翻醸難＿

灘

最優秀選手賞 樋口二生
優秀選手賞 大口直也・太嶋直也・中島寛文

健　闘　賞 服部康成・滝沢翔太・広田　裕・村山裕輔
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こ
れ
は
郵
政
省
が
郵
便
貯
金
の
総

合
通
帳
を
よ
り
親
し
み
や
す
く
、
身

近
な
も
の
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
6
月
2
1
日
か
ら
7
月
2
5
日
ま
で

デ
ザ
イ
ン
の
部
と
愛
称
の
部
で
広
く

募
集
し
て
い
た
も
の
で
す
。
南
雲
さ

ん
の
応
募
し
た
愛
称
の
部
に
は
八
、

三
三
六
点
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
そ

の
中
の
最
高
の
賞
、
郵
政
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
愛
称
「
ぱ
・
る
・
る
」
は
来

年
2
月
か
ら
使
用
さ
れ
る
総
合
通
帳

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
n
月
2
日
に
行
な
わ
れ

た
「
ゆ
う
ち
ょ
を
か
た
る
」
の
対
談

（
出
席
者
は
南
雲
さ
ん
、
山
本
村
長
、

恩
田
田
沢
郵
便
局
長
、
大
倉
貝
野
郵

便
局
長
、
高
橋
倉
俣
郵
便
局
長
）
で

南
雲
さ
ん
の
受
賞
し
た
「
ぱ
・
る
・

る
」
の
き
っ
か
け
や
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
か
等
で
話
し
が
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ぱ
・
る
・
る
」
は
「
ぱ
る

（
P
a
1
）
は
英
語
で
友
達
。
ぱ
る

に
「
る
」
を
一
つ
加
え
て
「
ぱ
・
る
・

る
」
に
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
日

常
生
活
の
中
で
友
人
の
よ
う
に
身
近

な
も
の
と
し
て
よ
り
一
層
し
た
し
ま

れ
、
役
立
つ
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

表
現
し
た
そ
う
で
す
。

　
村
長
も
「
南
雲
さ
ん
は
中
里
村
の

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
（
夢
の
つ
ば
さ
）

の
作
詞
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
ほ

ん
と
に
素
晴
ら
し
い
才
能
を
も
っ
た

人
が
中
里
村
に
い
て
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　雷　　　　　　　　鰻
　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　慧

　　　国民年金Q＆A
　　　家庭の事情で国民年金の保険料を30歳から40歳までの10年

　　　間免除じでもらいました。いま40歳ですが、この期間の保
　　戸

険料は払わなくていいのでしょうか？

滞

　　　国民年金の保険料を免除してもらった期間は、耀0年前まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
　　　さかのぽって．一部または全部をあとから納付することが

できます。これを追納といいま該が、追納する保険料の額は、免

除を受けた当時の保険料の額に政令で定められた一建の率を掛け

た額健なります。保険料の免除駕間は受給資格期關に含まれまず

が、年金額が減額さ識ますので、満額の隼盆を受けられるよう驚

きる隈り追納する電とをおすすめしまず。

燃

ー
　
　
　
　
’

埼
玉
県
新
座
市
と
災
害
協
定
書
結
ぶ

　
n
月
1
日
㈱
、
埼
玉
県
新
座
市
の

市
制
二
十
五
周
年
に
村
長
が
招
か
れ

　
ぐ

式
典
の
席
上
、
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
協
定
書
の
調
印
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
座
市
又
は
中
里
村

に
お
い
て
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

被
災
地
だ
け
で
は
十
分
に
被
災
者
の

救
援
等
の
応
急
処
置
が
で
き
な
い
場

合
被
災
地
の
要
請
に
応
え
、
相
互
に

救
援
協
力
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
応
援
の
内
容
と
し
て
は
、

一
、
食
糧
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
品

　
等
の
救
援
物
資
の
提
供
及
び
あ
っ

　
せ
ん

二
、
車
両
等
の
貸
与
、
応
急
対
策
用

　
資
機
材
の
提
供
及
び
あ
っ
せ
ん

三
、
被
害
者
の
一
時
収
容
の
た
め
の

　
施
設
の
提
供

四
、
救
助
及
び
応
急
復
旧
に
必
要
な

　
医
療
職
、
技
術
職
、
技
能
職
等
の

　
職
員
の
派
遣

五
、
そ
の
他
特
に
要
請
の
あ
っ
た
事

　
項

　
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
発
生
し
な
い
よ
う

願
い
た
い
も
の
で
す
。

撫聾蟻懸義難議叢毒灘騨辮欝鰹馨

鞘難購難鰹鱈鍬雌蹴鞍　欝繋鱗難も鯉’難1蹴　聖難難聯漁徽
　　嚢　『健㈹騨｝　・　『　　　　　　　　　　　『　2蝦獣職ε照が翻≧＝搬覚鵬照瀦朔灘紐微1、
　　難懸雛灘灘難霧灘ii蒙難繋雛驚驚黍・　繍1灘叢難繋辮欝萎繋慧藍繍燃職
　　・職』　‘鰍蹄内割∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　（欝瓢び購艮の窟換｝

嚢．、，欝憂灘嚢嚢灘糠等，響職＿ツ　　獅灘灘慧糞難護鍵一一
　　　　　・騨，懸尚籔脅碕寒、磁蔦潟第鐙溝磯≠》隈蟻薦荻菱’“∫滞　　　　　　　　　（協濃

　　　　∫麺鮫霧者鎌灘脇卿跳趨ゆ霞惣瑚溢　　　　　　　　　　　第7煮　義・矯鰹壌捲・3蹴・垂聾蚊累繊凝瓢勿感霜職瀞ン島鄭
　　　　　鰹驚鋤激餐鱒麟1二繍嬢魔頴・敢衝脇・轍象撫鰯ミ　　　　廓’伽’｛1薦鰻敬ま颯ミ議彙ダ∫磯餓擁．
　　肇　．勲撒』・　　．　　　、》　　　　　　　　　　　　（濾服｝

欝雛欝鐸盤漁　　縣　　『　購沸磯灘讐　
．灘．講難嚢驚鷺灘鶴1蒙1．参窪　熾　多灘灘驚め灘齢灘｛織饗購’

毒繁竃灘繧欝灘藩懸
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一10

幽
霧

鷺．）⑭

のこと。「元気に動きまわるのはい

いんですが家の前がすぐ道路なの

で心配」とおぱあちゃん。

　何でも食べて好き嫌いは無いと

いう一輝くんは、特にバナナやメ

ロンには目が無いようです。

高
道
山
小
児
童
、

　
　
　
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

　
1
0
月
2
7
日
、
高
道
山
小
学
校
（
坂

口
禎
生
校
長
）
の
三
・
四
年
児
童
十

五
名
が
今
年
二
回
目
の
「
速
度
守
ろ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
小
学
校
の
そ

ば
の
国
道
三
五
三
号
線
で
行
な
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
校
の
通
学
路
で

あ
る
国
道
が
校
門
の
す
ぐ
近
く
で
カ

ー
ブ
し
て
見
通
し
が
き
か
ず
、
児
童

の
登
下
校
時
の
横
断
に
は
い
つ
も
危

険
が
伴
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
活
動
を
通
じ
て
児
童

自
身
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う

と
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
、
約
六
十
台
の
車
に

子
供
た
ち
の
手
づ
く
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

〈
3
5
3
号
線
で

　
　
　
　
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

村
議
会
議
員
決
ま
る

　
1
1
月
1
9
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
中

里
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
1
0
月

29

日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
即
日
開
票

の
結
果
、
十
八
名
の
新
議
員
が
決
ま

村議会議員一般選挙開票結果

り
ま
し
た
。

　
こ
の
選
挙
は
、
1
0
月
2
4
日
に
告
示

さ
れ
、
五
日
間
の
選
挙
戦
に
突
入
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る

た
い
へ
ん
身
近
な
選
挙
だ
け
に
、
投

票
率
は
九
四
・
五
二
％
と
高
い
投
票

率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
投
票
率
は

平
成
3
年
に
行
な
わ
れ
た
同
選
挙
と

同
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏　　　名 得票総数（票）

当選 齋喜宗一郎 395票・

当選 村山　　章 328票
当選 阿部誠三郎 286票
当選 山岸角太郎 278票
当選 久保田之三 265票
当選 吉楽幸司 264票
当選 吉楽　　雄 262票
当選 富井長太郎 258票
当選 南雲定一郎 255票
当選 池田初治 252票
当選 樋　口　正次 250票
当選 鈴木一昭 249票
当選 山本進六 246票
当選 桑原弘隆 236票
当選 吉楽周治 230票
当選 樋口　　戌 215票
当選 樋　口　善三 212票
当選 桑原清一 169票

大島昭三 165票，



村心の教育シンポジウムのご案内
度1年間、文部省より委託を受け、市町村道徳教育推進事業を進

た。皆様には「広報なかさと」や「広報無線」を通して、中里村

進会議の取り組みを紹介してきました。そして、今年度の取り組

下記のように中里村心の教育シンポジウムで発表します。

様からもおいで協ただきますよう、ご案内いたします。

　中里村心の教育推進会議

　”月21日㈹　午後講時30分～午後4時

　ユーモール2階多目的ホール

　無料

里
姥
欝
囎
催
時
場
翻
容
鷲

中
職
聴
轍
鍼
樵
溝
、
調
譲
訊
訥
醗

　
　
　
め
心
み
　

1
2
3
礁
5
纏蓬体発表韓蕊　擾講5）

　　「村ぐるみの心の教青実践発表会」

　　　　　　　　　　　　材教欝委員会　派遣社会教脊室事　富　　井　　　　茂

働実践発表α155　3：2紛

　①心の教脅実践発表雲

　　●動物の飼蒋・ふれあ繍を通して一一一一一・一・・一倉俣小学校児童

　　職擁ン潔一翼ぜラ溝津訪問を通して・一一一・・一一中里中学校生徒

　　●老人演行える孫の躾とは・・一一・老人紡ぷ連合会長杉谷清六

　②音楽・葵能発表

　　●猟望一ダー演葵一一・一σ一一一・一9・・一・一・・一一・員野小学校晃童

　　●清津峡樽ばやし・・一一一一一・◆一一一一一…一◆溝津峡小学校箆童

　　　　　　　　　　　　一休憩憩分糎

　③交流会の体験発表

　　翻新座市ス潔一ツ少年団との交流一一一・◎・一・一…咽沢小学校児童

　　◎沖縄県久米島仲璽繕豊の交流…一一一一一◆・一一璃道山小学校児童

③全体指導・講評織25謄認茎講
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広田亜紀子さん
集落干溝

青春してます
　11月10日～11月26日

カレンタ“一
昭和48年10月6日生まれ　22歳

10働
心配ごと相談（藤田義一）合デイサービス

センター　013：30～16：00

11ω

12（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

（D11：00～11：50

13（月）

14㈹

15㈱

16休）
ポり生ワクチン　合保健センター

（914：00～15：00受付

みのり学園

17働
妊婦検診・母親学級　合上村病院産婦人科
（1）13：00～13：30　　　　　　　　　・

18ω

19（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

∈）11：00～11：50

20（月） ポリ生ワクチン　合保健センター

014：00～15：00受付

一
2
1
㈹

中里村心のシンポジウム　0』ユーモール

013：00～16：00受付

22ωO

23休） 勤労感謝の日

24樹

心配ごと相談（村山篤稔）　合デイサービス

センター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

013：30～16：00

25ω

26（日〉 ドーム中里き☆らoら投影　合ユーモール

011：00～11：50

※変翼蝶難編糞鰹灘鰻蒙繊。御罵⑳際継磯鋸巻

　　　　　　　おii縁懸雛繧諜鱗o

星座天秤座
血液型B型
身長150cm
亜紀子さんは、J　A中里車輌セ

ンターで事務を行っています。

趣味は洗濯で、休日は友達とあ

ちこちへ遊びに行っているとのこ

と。今一番楽しいことは、読書だ

そうです。村に望むことは「図書

館」がほしいと話してくれました。

最後に夢はの問いに「すてきな

人とめぐり逢いたい」と答えてく

れました。
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（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

10月末現在
（）は前月比

嘉人菖男3，336天（＋3）麦3，ヨ§9天1－5）訂6，669天（一2）麺帯数1，652（±91』＼
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